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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
は
例
年
に
な
く
暖
か
で
穏
や
か

な
年
明
け
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
い
た
し

ま
す
。
京
都
府
病
院
協
会
の
会
員
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
穏
の
う

ち
に
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
事
と

拝
察
し
、
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
診
療
報
酬
改
定
の
年
に
は
当

た
り
ま
せ
ん
が
、
政
府
・
与
党
の
基
本

方
針
は
２
０
１
７
年
度
予
算
編
成
に
明

確
に
現
れ
て
お
り
ま
す
。
２
０
２
０
年

度
ま
で
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を

黒
字
化
す
る
、
と
の
財
政
健
全
化
目
標

を
金
科
玉
条
に
、
高
齢
化
社
会
で
は
必

然
的
な
社
会
保
障
費
の
自
然
増
の
抑
制

策
を
予
算
編
成
方
針
の
目
玉
に
据
え
、

医
療
１
０
０
０
億
、
介
護
４
０
０
億
円

の
圧
縮
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
８
年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
に

よ
り
、
多
く
の
病
院
の
経
営
状
況
が
悪

化
し
て
お
り
ま
す
。
小
職
が
所
属
し
て

い
る
全
国
赤
十
字
92
病
院
中
、
上
半
期

に
黒
字
を
計
上
し
た
病
院
は
わ
ず
か
12

病
院
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
来
年

は
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
同
時
改
定

に
当
た
り
、
マ
イ
ナ
ス
改
定
は
、
ほ
ぼ

間
違
い
な
く
、地
域
医
療
構
想
を
含
め
、

さ
ら
に
多
難
な
時
代
に
進
ん
で
い
く
気

が
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
地
域
医
療
構
想
策
定
の

た
め
医
療
審
議
会
に
設
置
さ
れ
た
、
地

域
医
療
構
想
策
定
部
会
は
一
昨
年
末
に

２
回
目
が
開
か
れ
て
か
ら
10
ヶ
月
間
の

空
白
の
後
、
10
月
に
第
３
回
目
が
開
か

れ
、
京
都
府
地
域
医
療
構
想（
ビ
ジ
ョ

ン
）（
案
）が
京
都
府
保
健
医
療
計
画
の

一
部
と
い
う
位
置
付
け
で
提
示
さ
れ
ま

し
た
。
京
都
府
は
病
床
総
数
で
大
幅
な

変
化
が
な
い
た
め
、
病
床
機
能
別
の
設

定
は
せ
ず
、
現
行
の
二
次
医
療
圏
別
の

総
数
と
し
て
の
提
示
が
あ
り
ま
し
た
。

機
能
別
で
は
二
つ
の
特
定
機
能
病
院
を

抱
え
る
、
京
都
・
乙
訓
医
療
圏
の
調
整

は
非
常
に
困
難
だ
と
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
実
働
会
議
で
あ
る
京
都
市
域

医
療
構
想
調
整
会
議
が
日
程
調
整
に
手

間
取
り
３
回
目
が
開
催
さ
れ
て
な
い
の

が
現
状
で
す
。私
見
で
は
あ
り
ま
す
が
、

京
都
府
全
体
の
地
域
医
療
構
想
で
あ

り
、
特
定
機
能
病
院
を
も
含
め
た
機
能

別
病
床
数
の
制
定
で
あ
る
限
り
、
少
な

く
と
も
京
都
府
立
医
科
大
学
は
、
地
域

医
療
構
想
の
中
で
の
位
置
付
け
を
明
確

に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
京
都

大
学
を
含
め
た
特
定
機
能
病
院
は
７
：

１
に
固
執
し
、
看
護
師
や
患
者
集
め
に

走
る
の
で
は
な
く
、
高
度
先
進
医
療
に

特
化
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

京
都
府
病
院
協
会
は
法
人
化
さ
れ
ま

し
た
が
専
任
事
務
局
員
を
配
置
す
る
の

は
難
し
く
、
近
畿
病
院
団
体
連
合
会
や

京
都
病
院
学
会
の
運
営
な
ど
、
独
自
で

は
大
変
困
難
で
あ
り
ま
す
の
で
、
故
梶

田
元
会
長
に
引
い
て
い
た
だ
い
た
路
線

を
踏
襲
し
、
京
都
私
立
病
院
協
会
と
の

協
力
関
係
を
維
持
し
つ
つ
運
営
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
諸

病
院
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
い

と
不
可
能
で
す
。
今
後
と
も
ご
迷
惑
を

お
か
け
致
し
ま
す
が
、
ご
指
導
の
ご
鞭

撻
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
会
員
病
院
の
皆
様
に
と
っ
て

２
０
１
７
年
が
よ
り
良
い
１
年
で
あ

り
、
会
員
施
設
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

新
年
の
ご
挨
拶依

　
田
　
建
　
吾

会
長

新
年
の
ご
挨
拶依

　
田
　
建
　
吾

会
長

会　

長　

依
　
田
　
建
　
吾

（
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
）

副
会
長　

香
　
川
　
惠
　
造

（
福
知
山
市
民
病
院
）

副
会
長　

森
　
本
　
泰
　
介

（
京
都
市
立
病
院
）

理　

事　

北
　
　
　
堅
　
吉

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
）

理　

事　

小
　
野
　
晋
　
司

（
三
菱
京
都
病
院
）

理　

事　

日
下
部
　
虎
　
夫

（
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
）

理　

事　

杉
　
山
　
　
　
博

（
宇
多
野
病
院
）

理　

事　

辰
　
巳
　
哲
　
也

（
公
立
南
丹
病
院
）

理　

事　

小
　
西
　
郁
　
生

（
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

中
　
村
　
直
　
登

（
済
生
会
京
都
府
病
院
）

理　

事　

能
　
見
　
伸
八
郎

（
京
都
鞍
馬
口
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

野
　
口
　
雅
　
滋

（
社
会
福
祉
法
人
京
都
社
会
事
業
財
団
）

理　

事　

宮
野
前
　
　
　
健

（
南
京
都
病
院
）

理　

事　

山
　
下
　
俊
　
幸

（
京
都
府
立
洛
南
病
院
）

監　

事　

倉
　
澤
　
卓
　
也

（
京
都
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
）

監　

事　

齋
　
藤
　
信
　
雄

（
洛
和
会
東
寺
南
病
院
）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

新
し
い
年
の
始
ま
り
に
際
し
、
謹
ん

で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
12
月
に

は
京
都
府
の
地
域
医
療
構
想
の
中
間
案

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
病
床
機
能
報
告
と

同
じ
内
容
で
、
各
病
院
の
調
整
に
任
せ

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
今
後
、
各
病

院
は
人
口
動
態
や
疾
病
構
造
の
変
化
に

対
応
し
た
自
院
の
立
ち
位
置
を
一
層
明

瞭
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
医
療
の
確
保
が
こ
れ
か
ら

大
き
な
課
題
に
な
る
こ
と
も
明
ら
か
と

な
り
ま
し
た
。地
方
の
基
幹
病
院
で
は
、

レ
ス
パ
イ
ト
入
院
を
含
め
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
と
の
関
わ
り
を
今
ま
で
以

上
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

来
春
に
は
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

の
同
時
改
定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
変
厳
し
い
改
定
が
予
測
さ
れ
て
お

り
、
準
備
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
は
、
英
国
の
国
民
投
票
に
よ
る

Ｅ
Ｕ
離
脱
の
決
定
に
始
ま
り
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
大
統
領
選

な
ど
従
来
の
感
覚
で
は
想
像
で
き
な
い

変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
既
成
の
体

制
に
対
す
る
人
々
の
不
信
の
表
れ
と
思

わ
れ
ま
す
。
新
専
門
医
制
度
を
め
ぐ
る

ド
タ
バ
タ
や
不
透
明
な
医
療
施
策
を
み

る
と
、
医
療
界
も
今
ま
で
の
シ
ス
テ
ム

に
依
存
す
る
だ
け
で
は
立
ち
行
き
ま
せ

ん
。「
良
質
で
、
安
心
・
安
全
な
医
療

を
効
率
的
に
提
供
す
る
」
と
い
う
原
点

を
忘
れ
ず
、
戦
略
的
か
つ
楽
観
的
に
乗

り
切
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
る

次
第
で
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希
望

に
満
ち
た
明
る
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

保
健
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。
研
修
日
程
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。
会
員
病
院
の
先
生
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
是
非
、
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
の「
病
院
長
研
修
」で
す
が
、

今
年
度
は
石
川
県
七
尾
市
に
あ
る
恵
寿

総
合
病
院
を
見
学
し
ま
す
。
同
病
院
は

地
域
医
療
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ

し
、
医
療
だ
け
で
な
く
、
介
護
、
福
祉
、

新
年
の
ご
挨
拶

今年も平成29年6月11日（日）、池坊短期大学にて第52回京都
病院学会が開催されます。今回の学会は京都府病院協会が
担当となり、三木真司先生（府病協：前副会長）が学会長を
努めます。多数のご参加をお待ちしております。

京都病院学会のご案内 平
成
29
年
11
月
17
日（
金
）〜
18
日（
土
）

平
成
29
年
度
は

　
恵
寿
総
合
病
院
を
見
学

病
院
長
研
修
の
ご
案
内

病
院
長
研
修
の
ご
案
内

副会長

香 川 惠 造
　

新
春
の
ご
挨
拶
を
兼
ね
て
、
京
都
府

病
院
協
会
副
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
に
京
都
市
立
病
院
院

長
に
就
任
し
、
院
長
業
務
に
忙
殺
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、昨
年
当
協
会
の
理
事
、

副
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
力
量

不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
香
川
惠
造
副

会
長
と
と
も
に
依
田
建
吾
会
長
を
全
力

で
補
佐
す
る
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、京
都
府
の
地
域
医
療
構
想
は
、

平
成
28
年
秋
に
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
構

想
」
と
名
称
を
変
え
、
今
年
度
中
に
は

最
終
案
が
策
定
さ
れ
ま
す
。
敢
え
て

各
医
療
圏
で
の
病
床
数
や
、
病
床
機
能

を
細
分
化
せ
ず
、
病
床
数
に
は
幅
を
持

た
せ
た
案
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
５
年
の
病
床
需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
予
想
は
、
国
と
京
都
大
学
が
独

自
に
行
っ
た
も
の
が
併
記
さ
れ
、
そ
の

数
字
は
概
ね
妥
当
か
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
個
人
的
に
は
、
特
に
人
口
と
医
療

機
関
が
多
い
京
都
・
乙
訓
医
療
圏
で
は
、

医
療
機
関
の
間
で
の
単
純
な
病
床
数
調

整
に
は
、
意
味
が
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。二
つ
の
大
学
病
院
は
本
来
の
教
育
・

研
究
と
最
先
端
医
療
を
中
心
に
医
学
の

進
歩
に
貢
献
し
、
そ
の
他
の
病
院
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
地
域
性
や
機

能
を
十
分
に
生
か
せ
る
た
め
の
調
整
こ

そ
が
、
調
整
会
議
の
使
命
で
あ
り
、
真

の
地
域
医
療
構
想
で
は
な
い
か
と
愚
考

い
た
し
ま
す
。
他
県
で
は
、
そ
の
地
域

全
体
の
経
済
活
動
状
況
を
総
合
的
に
評

価
し
て
、
地
域
活
性
化
の
中
核
と
な
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
医
療
計
画
を
策
定

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
、
巨
視
的
で
、
未

来
志
向
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
望
ま

れ
ま
す
。

副会長

森 本 泰 介

見
学
日
時

と　き：平成29年6月11日（日）　午前9時～午後5時
ところ：池坊短期大学
　　　　（京都市下京区四条室町鶏鉾町）

〒600-8411 京都市下京区烏丸通四条下ル水銀屋町620番地
　　　　　COCON烏丸 8 階（京都私立病院協会内）
TEL：075－354－8838　FAX：075－354－8802
MAIL：gakkai@khosp.or.jp

第52回

＜京都病院学会事務局 連絡先＞
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平
成
28
年
度
京
都
府
保
健
医
療
・
救

急
医
療
功
労
者
等
知
事
表
彰
の
表
彰
式

が
11
月
１
日（
火
）に
執
り
行
わ
れ
、
京

都
府
病
院
協
会
か
ら
は
保
健
医
療
・
救

急
医
療
の
各
部
門
に
お
い
て
、個
人
２
名
、

２
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た（
他
団
体

推
薦
含
む
）。
受
賞
者
は
以
下
の
と
お

り
。
先
生
方
の
受
賞
を
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

各
地
の
優
れ
た
病
院
を
訪
問
し
、
そ

の
先
端
技
術
や
施
設
を
見
学
、
病
院
運

営
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
す
る
機

会
と
し
て
例
年
開
催
し
て
い
る「
病
院

長
研
修
」を
、今
年
度
も
11
月
11
日（
金
）

〜
12
日（
土
）に
か
け
て
、
高
知
県
高
知

市
の
社
会
医
療
法
人
近
森
会
「
近
森
病

院
」と「
近
森
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
病
院
」

を
見
学
し
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は

依
田
会
長
以
下
19
名
で
、
本
会
顧
問
の

阿
部
光
幸
先
生
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
見
学
し
た
社
会
医
療
法
人
近
森

会
は
、
急
性
期
を
担
う
近
森
病
院（
５

１
２
床
）、
回
復
期
を
担
う
近
森
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院（
１
８
０
床
）等

の
施
設
を
有
し
、
高
知
市
中
心
部
の
医

療
提
供
体
制
の
中
核
を
担
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

見
学
の
冒
頭
、
近
森
正
幸
理
事
長
よ

り
高
知
県
内
の
地
域
医
療
の
現
状
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
高
知
県
で
は
高
齢
化

と
人
口
減
少
が
急
激
に
進
ん
で
い
る
中

で
、
全
国
平
均
の
２
倍
近
く
の
病
床
数

と
３
倍
近
く
の
療
養
病
床
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
近

森
理
事
長
は
今
後
の
病
院
医
療
の
あ
り

方
と
し
て
「
激
烈
な
機
能
分
化
と
空
洞

化
の
時
代
」
に
入
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と

述
べ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
自
院
が
生
き

残
っ
て
い
く
た
め
の
理
念
と
病
院
運
営

に
つ
い
て
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
急
性
期
医

療
を
担
っ
て
き
た
近
森
病
院
で
特
徴
的

な
の
が「
多
職
種
に
よ
る
病
棟
常
駐
型

チ
ー
ム
医
療
」の
実
践
で
す
。
チ
ー
ム

医
療
の
一
員
で
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
精
鋭

ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
行
動

し
、
自
立
、
自
動
す
る
こ
と
で
、
ア
ウ

ト
カ
ム
の
出
る
チ
ー
ム
医
療
が
展
開
さ

れ
て
お
り
、
参
考
と
な
る
取
り
組
み
で

し
た
。
ま
た
、
救
命
救
急
医
療
の
基
幹

病
院
ト
ッ
プ
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
救
命
救
急
病
棟
で

は
高
度
医
療
を
実
践
で
き
る
高
規
格
の

環
境
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
１
患
者
に

１
台
の
電
子
カ
ル
テ
、
モ
ニ
タ
ー
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
が
設
置
さ
れ
る
等
、
患
者
を

診
る
精
度
を
格
段
に
向
上
さ
せ
る
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
森
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
は
、
近
森
病
院
の
南
側
を
流
れ
る

江
ノ
口
川
を
挟
ん
で
対
岸
に
位
置
し
て

お
り
、
平
成
27
年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
病
院
で
す
。「
急
性
期
リ
ハ
」「
回
復

期
リ
ハ
」「
生
活
期
リ
ハ
」の
３
つ
の

ス
テ
ー
ジ
を
つ
な
ぐ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
実
践
を
目
指
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
特
に
、理
学
療
法
士
80
名
以
上
、

作
業
療
法
士
60
名
以
上
、
言
語
聴
覚
士

30
名
以
上
の
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
体
制
を

整
え
、
多
職
種
に
よ
る
患
者
中
心
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
急
性
期
医
療
を
担

う
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、
ま
た
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
中
心
的
役

割
を
担
う
地
域
密
着
型
病
院
と
し
て
一

見
の
価
値
あ
る
病
院
で
、
今
後
の
病
院

経
営
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
見
学

と
な
り
ま
し
た
。

本
会
か
ら
個
人
２
名
、２
団
体
が
受
賞

社
会
医
療
法
人 

近
森
会　
近
森
病
院
・

近
森
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
を
見
学

平
成
28
年
度  

病
院
長
研
修

平
成
28
年
度  

病
院
長
研
修

杉　

山　
　

博
氏

（
国
立
病
院
機
構
宇
多
野
病
院
）

北　
　

堅　

吉
氏

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
）

公
立
南
丹
病
院

《
救
急
医
療
功
労
》

個
人
の
部

団
体
の
部

個
人
の
部

◎
他
団
体
推
薦亀

岡
シ
ミ
ズ
病
院

《
救
急
医
療
功
労
》

◎
本
会
推
薦

《
保
健
医
療
功
労
》

団
体
の
部

平
成
28
年
度

京
都
府
保
健
医
療
・
救
急
医
療
功
労
者
等
知
事
表
彰

近森リハビリテーション病院外観

院内を見学する参加者（近森病院）

（3）2017年（平成29年）1月21日 京都府病院協会ニュース 第10号



「勤務環境改善支援事業」を実施
～是非、ご活用ください～

「勤務環境改善支援事業」を実施
～是非、ご活用ください～

　平成26年度より消費増税分を活用した「地域医療
介護総合確保基金」が各都道府県に設置されました。
すでに京都府におきましても事業計画が策定され、
一部の事業が実施されています。
　すでにご案内のとおり、京都府病院協会ではこの
基金を活用した「医療機関における勤務環境改善に
かかる事業」を申請し、採択されたところです。

支援事業の内容は以下のとおりです。各病院に
おかれましては、是非、本事業をご活用いただき、
今後の勤務環境改善に役立てていただければと
存じます。
　事業の詳細については、京都府病院協会：事務局
までお問い合わせください。

地域医療介護総合確保基金による支援事業のご案内

事　業　名 事　　業　　概　　要 支　援　内　容

専門医等取得の
ための学会参加
への支援事業

医療関係者のスキルアップのための学会参加を
促進することにより、勤務環境の改善を図ることを
目的とします。
★期　　間：平成28年4月1日～平成29年2月28日

までに参加した学会等
★対象経費：学会等への参加費
★申請締切：平成29年3月15日まで
★書類提出先：京都府病院協会：事務局に学会に参加

した証明（受講証）と参加費の領収書
を添えて提出

1病院10万円を限度に参加費
を補助します。

　上記費用については、京都府
病院協会より直接、医療機関に
お支払いします。

　また、基金を活用した事業の
ため、費用の支払いについては
年度末あるいは来年度当初の
お支払いとなります。

救急蘇生トレー
ニング機材の貸
し出し事業

救急蘇生にかかるトレーニング機材を貸し出し、
各病院における研修体制の充実、医療関係者の
スキルアップを図ることを目的とします。
★機　　材：ALSシミュレータアドバンス
★対　　象：会員病院
★申込方法：京都府病院協会：事務局に「利用申

請書」を提出

各病院で研修を実施される際に
使用する「救急蘇生トレーニング
機材」を無料で貸し出しします。

スペシャル医療
クラーク（SMC）
育成事業

以下の費用を補助します。
＊コース参加費
＊参加者の給与の一部
　（10万円／名を限度）

　上記費用については、京都府
病院協会より直接、関係機関に
お支払いします。

　また、基金を活用した事業の
ため、費用の支払いについては
年度末あるいは来年度当初の
お支払いとなります。

京都医療センターの協力のもと、スペシャル医療
クラークの育成を図ることにより、勤務環境の
改善を図ることを目的とします。

★期　　間：第３回目：平成29年２月13日（月）～
　　　　　　　　　　　３月10日（金）
　　　　　　　諸事情により3月3日（金）は休講。
　　　　　　　参加者は最大12名迄
　　　　　　※１回目、２回目は終了しました。
★開催場所：京都医療センター
★対 象 者：各病院で医師事務作業補助者あるいは

診療情報管理士として勤務中ないし
勤務予定者

★申込締切：第３回２月６日（月）到着分まで
★書類提出先：京都府病院協会：事務局に願書等の

必要書類を添えて提出

（ ）
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